
q
抗
酸
化
能

酸
素
は
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で

不
可
欠
な
も
の
で
す
が
、
食
物
や
ス
ト
レ

ス
等
に
よ
り
、
最
近
話
題
の
「
活
性
酸
素
」

が
体
内
で
過
剰
に
生
成
さ
れ
る
と
、
生
体

成
分
に
酸
化
傷
害
を
与
え
ま
す
。
こ
の
傷

害
が
修
復
さ
れ
ず
に
蓄
積
す
る
と
、
第
１

図
に
示
し
た
よ
う
な
種
々
の
疾
病
や
老
化

を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
活
性
酸
素
を
消
去
し
、
酸
化

傷
害
を
防
ぐ
機
能
で
あ
る
「
抗
酸
化
能
」

は
、
野
菜
の
持
つ
機
能
性
の
中
で
も
最
も

基
本
的
か
つ
重
要
な
も
の
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。

野
菜
に
含
ま
れ
る
主
要
な
抗
酸
化
成
分

は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
（
ア
ス
コ
ル
ビ
ン
酸
）、

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
（
ト
コ
フ
ェ
ロ
ー
ル
）、

β
ベ
ー
タ

│

カ
ロ
チ
ン
な
ど
の
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
、
フ

ラ
ボ
ノ
イ
ド
を
は
じ
め
と
す
る
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
類
な
ど
で
す
。
筆
者
ら
は
、
リ
ノ

ー
ル
酸
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
系
で
野
菜
の
エ
タ

ノ
ー
ル
抽
出
液
の
抗
酸
化
活
性
を
評
価
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
２
図
の
よ
う
に

ア
オ
シ
ソ
と
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
が
非
常
に
高
い

抗
酸
化
活
性
を
示
し
、
次
い
で
パ
セ
リ
、

コ
マ
ツ
ナ
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
の
順
に
活
性
が

高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
野

菜
の
抗
酸
化
活
性
と
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
お
よ
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我
が
国
の
食
生
活
は
量
的
に
は
豊
か
な
も
の
の
、
質
的
に
は
欧
米
化
に
よ
る
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
崩
れ
が
見
ら
れ
、
ガ
ン
、
心し
ん

疾し
っ

患か
ん

、
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
が
増
加
す
る

要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
健
康
志
向
が
高
ま
る
中
で
、
日
本
型
食
生
活

の
見
直
し
と
と
も
に
野
菜
の
持
つ
疾し
っ

病ぺ
い

予
防
・
健
康
維
持
の
機
能
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

野
菜
や
果
実
に
は
ビ
タ
ミ
ン
類
や
ミ
ネ
ラ
ル
等
の
栄
養
成
分
の
み
で
は
な
く
、
ガ
ン

や
動
脈
硬
化
な
ど
の
予
防
機
能
、
免
疫
力
を
高
め
る
機
能
、
ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
機
能
な

ど
の
体
調
調
節
機
能
（
生
理
的
機
能
性
）
を
持
つ
様
々
な
成
分
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
赤
ワ
イ
ン
ブ
ー
ム
を
引
き
起
こ
し
た
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類

は
、
野
菜
や
果
実
な
ど
に
広
く
含
ま
れ
て
お
り
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
成
分
で
す
。

こ
こ
で
は
、
野
菜
の
生
理
的
機
能
性
お
よ
び
、
そ
れ
ら
に
寄
与
す
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

類
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

農林水産省　野菜・茶業試験場　生理生態部

品質解析研究室　主任研究官 東　敬子

野
菜
の
主
な
生
理
的
機
能
性

野菜の機能性と
ポリフェノール成分
野菜の機能性と

ポリフェノール成分

疾病予防に役立つと注目される

↑

非
常
に
高
い
抗
酸
化
活
性
が
見
ら
れ
た
ア
オ
シ

ソ
。
シ
ソ
や
シ
ョ
ウ
ガ
は
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
よ
り

も
マ
イ
ル
ド
に
ア
レ
ル
ギ
ー
に
有
効
と
さ
れ
る
。



び
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
の
含
量
と
の
間
に

相
関
性
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

抗
酸
化
成
分
は
、
動
脈
硬
化
の
原
因
に
な

る
と
さ
れ
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
低
密
度
リ
ポ
タ
ン

パ
ク
）
の
酸
化
を
抑
制
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

w
発
ガ
ン
予
防
機
能

ガ
ン
予
防
を
目
的
と
し
た
ア
メ
リ
カ
で

の
食
品
研
究
「
デ
ザ
イ
ナ
ー
フ
ー
ズ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
で
は
、
ガ
ン
予
防
効
果
の
可
能

性
の
あ
る
食
品
が
重
要
度
の
順
に
第
３
図

の
よ
う
に
並
べ
ら
れ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
上
位
８
種
類
が
研
究
の
中
心
と

な
り
ま
し
た
。
発
ガ
ン
の
初
期
段
階
を
阻

害
す
る
活
性
（
抗
変
異
原
活
性
）
を
検
討

し
た
我
が
国
で
の
研
究
に
よ
る
と
、
シ
ュ

ン
ギ
ク
、
パ
セ
リ
、
イ
ン
ゲ
ン
、
ゴ
ボ
ウ

な
ど
に
強
い
活
性
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
野

菜
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
含
量
の
高
い
も
の

が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す

（
第
１
表
）。
野
菜
に
含
ま
れ
る
抗
変
異
原

成
分
と
し
て
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
の
ほ
か
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↑抗酸化活性の高い野菜を家庭
菜園などで自家栽培してみて
は？（コマツナ）。

汁の実、炒めもの、和えもの
など用途の広いモロヘイヤ。

→

浮腫� 老化�

脳虚血� 糖尿病� 炎症�

白内障� 肺気腫� ガン転移�

パーキン�
ソン病�

アルツ�
ハイマー�
型痴呆�

虚血性�
心疾患�

虚血�
障害�

動脈�
硬化�

胃粘膜�
障　害�

急性�
膵炎�

化学�
発ガン�

薬剤性�
肝障害�

未熟児�
網膜症�

自己免�
疫疾患�

潰瘍性�
大腸炎�

虚血性�
腸　炎�

パラコート�
中　毒�

てんかん�
発　作�

紫外線�
障　害�

溶血性�
疾　患�

アオシソ�
モロヘイヤ�
パセリ�
コマツナ�
シュンギク�
ブロッコリ�

ナス�
ニガウリ�
ピーマン�

ホウレンソウ�
カリフラワー�

トマト�
オクラ�
キャベツ�
ネギ�

カボチャ�
ダイコン�
ハクサイ�
レタス�
キュウリ�
ニンジン�

10 20 30 40 50 60 70 80 90 1000
相対抗酸化活性�

第１図　活性酸素による酸化傷害が
関与する疾患・病態

第２図　リノール酸エマルジョン系での野菜抽出液の抗酸化活性

　
　　　

ニンニク、キ
ャベツ、カンゾ

ウ、大豆、ショウガ、
セリ科植物（ニンジン、セ
ルリー、バースニップ）�

タマネギ、茶、ターメリック、
全粒小麦、亜麻、玄米、柑橘類

（オレンジ、レモン、グレープフル
ーツ）、ナス科植物（トマト、ナス、ピ
ーマン）、アブラナ科植物（ブロッコリ、

カリフラワー、芽キャベツ）�

マスクメロン、バジル、タラゴン、カラス麦、�
ハッカ、オレガノ、キュウリ、タイム、アサツキ、�
ローズマリー、セージ、ジャガイモ、大麦、ベリー�

重
要
度
の
増
加�

第３図　ガン予防効果の可能性のある食品

アシタバ、シュンギク、パセリ、インゲン、
エダマメ、ゴボウ、ニンニク

150.46

100.51

81.49

72.46

57.66

34.18

カイワレナ、チンゲンサイ、ミツバ、
シシトウ、ショウガ

ブロッコリ、レタス、オクラ、キュウリ、
トウガラシ、トマト、ピーマン、サトイモ、
ニンジン、レンコン

カリフラワー、キャベツ、エンドウ、
ホウレンソウ、カボチャ

セルリー、サツマイモ、ハツカダイコン

ハクサイ

モヤシ、ダイコン、カブ、ジャガイモ

津志田藤二郎、園芸学会平成８年度秋季大会シンポジウム講演要旨

変異抑制率（％） 野　　菜 フェノール成分
平均（M／100N）

70％以上80％未満

60％以上70％未満

50％以上60％未満

40％以上50％未満

30％以上40％未満

30％未満

80％以上

第１表　各種野菜抽出液の抗変異原性の強さによる分類とフェノール成分含量



に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・
Ｅ
、
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
な

ど
が
あ
り
、
抗
酸
化
成
分
の
多
く
が
抗
変

異
原
性
を
示
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

発
ガ
ン
の
促
進
段
階
を
抑
制
す
る
活
性
を

持
つ
野
菜
も
多
く
、
活
性
成
分
は
主
と
し

て
テ
ル
ペ
ン
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
で
す
。

e
免
疫
力
を
高
め
る
機
能

私
た
ち
の
体
内
に
は
病
原
微
生
物
な
ど

の
異
物
か
ら
防
御
す
る
機
能
、
す
な
わ
ち

生
体
防
御
機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
と
し
て
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
や
リ
ン

パ
球
な
ど
の
白
血
球
が
担
っ
て
い
る
免
疫

作
用
が
あ
り
ま
す
。
野
菜
の
中
に
は
ニ
ン

ニ
ク
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ナ
ガ
ネ
ギ
の
よ
う
に

白
血
球
の
数
を
増
や
す
活
性
の
強
い
も
の

や
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ナ
ス
、
ダ

イ
コ
ン
の
よ
う
に
白
血
球
を
活
性
化
す
る

も
の
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ビ
タ
ミ
ン
類
を
多
く
含
む
緑
黄

色
野
菜
よ
り
も
、
む
し
ろ
淡
色
野
菜
の
方

が
こ
れ
ら
の
活
性
が
高
い
こ
と
は
非
常
に

興
味
深
い
点
で
す
。
機
能
性
の
観
点
か
ら
、

淡
色
野
菜
の
有
用
性
を
大
い
に
見
直
す
べ

き
で
し
ょ
う
。
活
性
成
分
と
し
て
す
で
に

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
は
一
部
の
フ
ラ

ボ
ノ
イ
ド
で
、
や
は
り
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

類
の
寄
与
が
示し

唆さ

さ
れ
ま
す
。

r
ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
機
能

日
本
で
は
３
人
に
１
人
が
何
ら
か
の
ア

レ
ル
ギ
ー
症
に
罹か

か

っ
て
い
ま
す
。
ア
レ
ル

ギ
ー
や
炎
症
は
、
前
項
で
述
べ
た
生
体
防

御
機
能
が
高
ま
り
す
ぎ
た
状
態
で
起
こ
る

も
の
で
す
。
シ
ソ
や
シ
ョ
ウ
ガ
は
白
血
球

の
活
性
を
抑
制
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
シ

ソ
の
活
性
成
分
は
ル
テ
オ
リ
ン
と
い
う
フ

ラ
ボ
ノ
イ
ド
の
一
種
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
野
菜
の
効
果
は
治
療
薬

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
ス
テ
ロ
イ
ド
剤

よ
り
も
か
な
り
弱
い
で
す
が
、
副
作
用
の

な
い
マ
イ
ル
ド
な
効
果
は
、
私
た
ち
の
体

に
と
っ
て
は
む
し
ろ
望
ま
し
い
と
言
え
ま

す
。
第
４
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
相
反
す

る
作
用
を
示
す
野
菜
を
う
ま
く
利
用
し
て
、

生
体
防
御
機
構
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

t
糖
尿
病
予
防
機
能

糖
尿
病
は
近
年
増
加
し
て
い
る
恐
ろ
し

い
疾
病
の
一
つ
で
す
。
食
品
の
糖
尿
病
予

防
機
能
の
研
究
で
は
、
野
菜
に
含
ま
れ
る

ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
な
ど
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

類
は
、
腸
に
お
け
る
糖
の
吸
収
や
消
化
酵

素
の
活
性
を
阻
害
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ル
セ
チ
ン
や

カ
テ
キ
ン
類
の
よ
う
な
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
は
、

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
分
泌
を
促
進
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
に
も
、
野
菜
に
は
血
圧
や

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
調
節
、
肥
満
予
防
、

整
腸
な
ど
多
く
の
機
能
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
は

野
菜
の
様
々
な
機
能
性
に
寄
与
す
る
重
要

な
成
分
で
す
。
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
は
植

物
界
に
広
く
分
布
し
、
近
年
、
そ
れ
ら
の

化
学
構
造
が
数
多
く
解
明
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
、
一
つ
の
植
物
に
は
複
数
の
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
類
が
含
ま
れ
、
多
い
も
の
で

は
10
種
類
以
上
含
ま
れ
ま
す
。
野
菜
や
果

実
に
含
ま
れ
る
赤
色
の
色
素
、
ア
ン
ト
シ

ア
ニ
ン
や
黄
色
の
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
は
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
類
の
一
種
で
す
。
ま
た
苦
み

や
渋
み
の
成
分
で
あ
る
こ
と
も
多
く
、
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
は
食
品
の
色
や
味
に
深

く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
報
告
や
筆
者
ら
の
分
析
結

果
を
ま
と
め
る
と
、
野
菜
（
可
食
部
全
体
）

の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
含
量
は
第
２
表
の
よ
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野
菜
に
含
ま
れ
る

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類

ニンニク、キャベツ、�
ナガネギ、タマネギ、�
ナス、ダイコンなど� シソ、ショウガなど�

マクロファージ�

TNF TNFTNF TNFこのバランスが大切�

マクロファージ�

増強� 抑制�

マクロファージ：体内の異物や老廃物などを取り込み、消化する大型アメーバ状の�
　　　　　　　　細胞の総称。�

TNF：腫瘍壊死因子。主にマクロファージが産生する生体防御機構の重要な物質。�

↑緑黄色野菜だけでなく、ダイ
コンのような淡色野菜に含ま
れる成分の効果も見直すべき。

←↑
赤色色素（アントシ
アニン）を含むナス
とレッドキャベツ。

↑果菜類の中でもポ
リフェノール含量
の高いオクラ。

第４図　野菜による生体防御機構の調節



う
に
な
り
ま
す
。
品
種
や
収
穫
時
期
等
に

よ
り
含
量
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
あ
く
ま

で
目
安
値
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
強
い
抗

酸
化
活
性
を
示
し
た
ア
オ
シ
ソ
や
モ
ロ
ヘ

イ
ヤ
は
、
ほ
か
の
野
菜
に
比
べ
て
ポ
リ
フ

ェ
ノ
ー
ル
含
量
が
著
し
く
高
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
、

パ
セ
リ
、
オ
ク
ラ
、
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
、
サ

ヤ
イ
ン
ゲ
ン
な
ど
に
も
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
部
位
別
の
比
較
で
は
、
皮
の
部
分

に
圧
倒
的
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
オ
シ
ソ
に
つ
い
て
は
、
カ
フ
ェ
酸
、

数
種
の
カ
フ
ェ
酸
関
連
化
合
物
、
ロ
ス
マ

リ
ン
酸
、
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
の
一
種
で
あ
る

ル
テ
オ
リ
ン
な
ど
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類

が
抗
酸
化
成
分
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
筆
者
ら
は
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
に
は
ク
ロ

ロ
ゲ
ン
酸
お
よ
び
そ
の
誘
導
体
で
あ
る
ジ

カ
フ
ェ
オ
イ
ル
キ
ナ
酸
、
ケ
ル
セ
チ
ン
配

糖
体
な
ど
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
（
第
５

図
）
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
中
で
も
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
は
生
鮮
重

１
０
０
ｇ
の
葉
に
約
３
８
０
m
も
含
ま
れ
、

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
の
主
要
な
抗
酸
化
成
分
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
お
よ
び
そ

の
誘
導
体
は
シ
ュ
ン
ギ
ク
か
ら
も
見
い
だ

さ
れ
、
ま
た
ゴ
ボ
ウ
に
も
同
じ
仲
間
の
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
が
数
種
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
タ
マ
ネ
ギ
に
は
、
野
菜
に
広
く
存
在

す
る
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
で
あ
る
ケ
ル
セ
チ
ン

の
配
糖
体
が
、
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
ヤ
エ
ン

ド
ウ
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
も
、
ケ
ル
セ
チ

ン
が
比
較
的
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

食
品
に
対
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
が
多
様

化
し
、
特
に
「
高
品
質
志
向
」
が
高
ま
る

中
、
野
菜
生
産
に
お
い
て
も
ポ
リ
フ
ェ
ノ

ー
ル
類
を
は
じ
め
と
す
る
機
能
性
成
分
が

注
目
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
今
後
、
機
能
性

成
分
の
含
量
を
高
め
る
栽
培
技
術
の
開
発

や
、
高
含
量
の
品
種
の
育
成
が
進
め
ば
、

野
菜
の
消
費
拡
大
、
さ
ら
に
は
豊
か
で
健

全
な
食
生
活
の
実
現
に
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。
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お
わ
り
に

↑ポリフェノール含量の高い野菜を毎日
とるように心掛けることも大切。

↓タマネギにはフラボノイドであるケル
セチンの配糖体が豊富に含まれている。

ゴボウ

サトイモ

サツマイモ

タマネギ

ダイコン

ジャガイモ

カブ

ニンジン

アオシソ

モロヘイヤ

シュンギク

パセリ

コマツナ

ホウレンソウ

アスパラガス

カリフラワー

ブロッコリ

モヤシ

キャベツ

ネギ

セルリー

ハクサイ

レタス

オクラ

サヤエンドウ

サヤインゲン

ピーマン

ナス

ミニトマト

ニガウリ

エダマメ

トマト

キュウリ

カボチャ

スイカ

141

125

125

94

74

74

57

50

40

36

8

8

760

460

210

150

110

107

94

87

73

45

33

29

24

20

16

94

78

76

40

39

39

35

22

※ポリフェノールの一つである没食子酸に換算
した量

果菜類

葉菜類

根菜類

野　　菜 ポリフェノール
含量（M／100N）

第２表　野菜のポリフェノール含量

HO

HO

OH
OH

OH

COO

HOOC

3

クロロゲン酸�

HO

HO

HO

HO

OH

COO

OH

COO

HOOC

3

5

3,5-ジカフェオイルキナ酸�

HO
HO

HO

OH

OH

OH

O
O

O

OHO
HO

3

ケルセチン-3-ガラクトシド�

HO

HO

OH

OH

OH

O
O

O

O

HO
HO

HO

3

6

R=OH:ケルセチン-3-グルコシド�
R=HO2CCH2CO2:�
ケルセチン-3-(6-マロニルグルコシド）�
�

第５図　モロヘイヤに含まれる抗酸化能ポリフェノール類

※


